


オゾン層

吸収

紫外線

紫外線は危険な光線

「オゾン層」ってなんだろう「オゾン層」ってなんだろう

みなさんは「オゾン層」を知っていますか。

地球全体を取り巻くように、大気は地上から500キロ以上の

高さまで広がっています。この空気の層の中で、高度10～50

キロあたりの「オゾン」というガスがたくさん含まれているとこ

ろを「オゾン層」といいます。

「オゾン層」には太陽光に含まれている有害な紫外線を吸収す

るはたらきがあり、人間をはじめ、地球上のすべての生き物を

守ってくれています。
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チェックポイント

紫外線は日焼けの原因でもある強い光です。人間の細胞の中にある遺伝子を傷つ
けてしまうほどの威力がありますが、オゾン層が吸収してくれるので、私たちは生
きていくことができるのです。
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フロン

紫外線

吸収オゾン層 吸収

オゾン層の破壊

NASA出典2000年

1960年代、世界的にオゾン層の観測が始まり、1980年ご

ろから「フロン」などの影響でオゾンの減少が確認されるよう

になりました。

人工衛星が撮影したオゾン層の解析図で、オゾンの濃度が薄

くなっている部分は、穴が開いたように見えることから「オゾ

ンホール」と呼ばれています。「オゾンホール」はオゾンが減っ

ていくにつれて大きくなり、それはオゾン層の破壊が進んで

いることを意味します。オゾン層は一度破壊されると回復す

るまでにかなりの時間を要します。

「オゾンホール」は危険信号「オゾンホール」は危険信号2

チェック
ポイント

「オゾンホール」ができる理由
地上で放出されたフロンの一部はオゾン層に達します。そこで紫外線によって分
解され、塩素が発生します。この塩素がオゾンの分解・生成のバランスを崩すこと
で、オゾンの濃度が薄くなり、「オゾンホール」が見られるようになりました。

※フロンは車や家庭のエアコン、冷蔵庫、ビルの空調設備などに使われています。
フロン製品を廃棄するとき、正しい方法で処理しなければ空気中に大量のフロンが放出されてしまいます。チェックポイント
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オゾン層の破壊が進むと、地上に降り注ぐ紫外線の量は増え

続けます。その結果、動植物の発育をさまたげるなど、生態系

に悪影響をおよぼします。人間に対しても白内障や皮膚がん

などの発症、免疫機能の低下といった影響があるといわれて

います。

オゾン層が破壊されるとオゾン層が破壊されると3

紫外線から体を守ろう

紫外線の強い時間帯を避ける
紫外線は1日のうち午前10時～
午後2時が最も強くなります。こ
の時間帯に長時間、屋外で過ご
すことを避けましょう。

日傘を使う 帽子をかぶる
帽子は、麦わら帽子のようなつ
ばの広いものが効果的です。

日陰を利用する
紫外線が強い時間帯に外出す
るときは、なるべく日陰に入りま
しょう。

衣服で覆う
木綿、木綿・ポリエステルの混
紡素材で織り目、編み目のしっ
かりした生地の衣服が、紫外線
対策には最適です。

日焼け止め製品を使う
日焼け止め製品を選ぶときは紫
外線を防ぐ効果を示す「SPF」
や「PA」を参考にしましょう。

サングラスをかける
レンズが大きめで、顔にしっか
りフィットするものを選びましょ
う。

紫外線による
健康への悪影響を
予防しよう
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